




















































Subjective-happiness-feeling of University Student in adolescent stage
 








The purpose of the paper is to explore the socio-psychological factors by which to influence the subjective-
happiness-feeling of university student who are in adolescent stage.The data for the analysis was collected by the
 
questionnaire method. Sample was 271 university students among which the male students were 125 and female
146.The measurement instrument used in this paper was “socio-psychological self-efficacy scale”made by the second
 
author. This scale was subjected to a factor analysis, the results of which showed four distinct factors. These
 
factors were named “Expectation for the society of the future,”“Intimate interpersonal relations,”“Richness of life-
resource,”and “Agreement between evaluation of self and of others.”The main results are as follows：students’
gender and four different factors of socio-psychological self-efficacy yielded by a factor analysis had an influence on
 
the subjective-happiness-feeling of the university students.

















































































































































































































































項 目 ? ? ? ? 共通性
? 将来社会への期待（α＝.84）
17．私は未来の社会は、人々が不安なく生活できる社会であると思う 0.850 -0.014 -0.118 0.032 0.670
19．私は未来の社会は、今よりも人々が平等に暮らしを営める社会であると思う 0.819 -0.051 0.019 0.063 0.679
18．私は未来の社会は、身近な人が助け合って暮らしていける社会であると思う 0.813 0.005 0.062 -0.051 0.681
16．私は未来の社会は、自分の個性や能力を発揮できる社会であると思う 0.417 0.347 0.105 -0.080
? 自他評価の一致（α＝.76)
14．私は周りから期待されていることに、自分は十分こたえることができる資質
をもっていると思う -0.013 0.915 -0.198 -0.056 0.664
15．私は周りから機会が与えられれば、自分は今以上に良い貢献ができると思う 0.020 0.649 -0.098 -0.086 0.345
12．私は自分が頑張った時には、たいてい周りに評価してもらえる能力をもって
いると思う -0.038 0.552 0.110 0.224 0.526
13．自分が努力すれば、必ず周りから報われると信じることができる -0.003 0.494 0.231 0.070 0.451
? 人間関係における親密性（α＝.74）
８．私は身近になんでも相談できる人がいる -0.003 -0.139 0.847 -0.010 0.681
10．私は身近に愛情やきずなを感じることができる人がいる -0.000 -0.074 0.802 -0.047 0.567
11．私はたくさんの人とコミュニケーションがとれていると思う -0.044 0.362 0.450 -0.005 0.459
? 生活資源の豊かさ（α＝.60）
６．私は好きなことに費やせる時間とお金がある -0.066 0.026 -0.081 0.678 0.419
５．私は質の高い衣食住生活を営んでいる 0.111 -0.095 0.016 0.646 0.425
因子間相関 ? ? ? ?
? 0.432 - - -
? 0.349 0.474 - -













































実数（N） 平均 SD  t値
?将来期待
高い共感群 114 11.89 2.00 2.44＊
低い共感群 149 11.23 2.17
?自他評価の一致
高い共感群 75 12.36 1.95 5.42＊＊＊
低い共感群 187 10.96 2.07
?親密圏内・人間関係
高い共感群 98 12.56 1.97 8.06＊＊＊
低い共感群 165 10.64 1.86
?個人資源の充足感
高い共感群 97 12.36 2.00 4.38＊＊＊
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thought and action：A social cognitive theory. Engl-
ewood Cliffs,NJ：Prentice Hall.）。本稿において大学
生の主観的幸福感の規定項目を「社会心理的自己効力意識」
と命名したのは、以上のBanduraによる先行研究に依拠し
たものである。
３）15項目のうち「私は心身が健康である」「私は身近に信頼で
きる人がいる」の２項目について天井効果が見られたので
以降の分析からは除外した。
４）たとえば近年の「日本家政学会誌」に掲載された“大石美佳、
松永しのぶ、「大学生の自立の構造と実態―自立尺度の作成
―」”や小原ほか、「育児初期の母親の育児支援のあり方に関
する検討?―子供の発達的変化、育児サポートとサポート
源の関係構造に焦点をあてて―」（2008年、Vol.59№７）な
どでも因子分析法を用いて下位尺度のα係数を算出してお
り、0.586や0.62を「やや低いが」と記述の上、尺度として
採用している。
青年期における大学生の主観的幸福感
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